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第２号議案 

 

 

 

   芦屋市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 

 

 

 

 芦屋市印鑑条例の一部を改正する条例を別紙のように定める。 

 

 

 

   令和２年２月１８日提出 

 

 

 

                        芦屋市長 伊 藤  舞    

  

  

  

  

提案理由 

  

 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に

関する法律の施行に伴い，成年被後見人に係る印鑑登録の制限の規定を改めるため，

この条例を制定しようとするもの。 
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芦屋市条例第  号 

 

 

   芦屋市印鑑条例の一部を改正する条例 

 

 

 芦屋市印鑑条例（昭和５０年芦屋市条例第２１号）の一部を次のように改正する。 

 

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と，改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については，次のとおりとする。 

(1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは，当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

(2) 改正前部分のみ存在するときは，当該改正前部分を削る。 

(3) 改正後部分のみ存在するときは，当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

（登録資格） （登録資格） 

第２条 （略） 第２条 （略） 

２ 前項の規定にかかわらず，次に掲げる者は，印鑑の登録を受け

ることができない。 

２ 前項の規定にかかわらず，次に掲げる者は，印鑑の登録を受け

ることができない。 

(1) １５才未満の者 (1) １５才未満の者 

(2) 意思能力を有しない者（前号に掲げる者を除く。） (2) 成年被後見人 

（登録の消除） （登録の消除） 

第１３条 市長は，次の各号のいずれかに該当する場合は，当該印

鑑の登録を消除するものとする。この場合において，第５号から

第７号までに該当するときは，当該印鑑登録者にその旨を通知す

るものとする。 

第１３条 市長は，次の各号のいずれかに該当する場合は，当該印

鑑の登録を消除するものとする。この場合において，第６号及び

第７号に該当するときは，当該印鑑登録者にその旨を通知するも

のとする。 

(1)～(7) （略） (1)～(7) （略） 

（代理申請等） （代理申請等） 
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改正後 改正前 

第１９条 第３条，第９条第１項，第１１条及び第１４条第１項の

申請，第７条及び第９条第２項の交付並びに第１０条の届出につ

いて，やむを得ない理由により，自ら行うことができない場合は，

次条第１項に規定する手続を除き，代理人により行うことができ

る。この場合において，第３条，第９条第１項及び第１１条の申

請並びに第７条の交付については，委任の旨を証する書面を添え

なければならない。 

 （成年被後見人による申請等） 

第２０条 成年被後見人による第３条，第９条第１項及び第１１条の

申請並びに第７条及び第９条第２項の交付については，法定代理

人が同行のうえ，成年被後見人自らが手続をしなければならない。

２ 前項の場合において，法定代理人は，当該成年被後見人の法定

代理人であることを証するために，後見登記の登記事項証明書又

は裁判書の謄本及び確定証明書を提出しなければならない。 

第１９条 第３条，第９条第１項，第１１条及び第１４条第１項の

申請，第７条の交付並びに第１０条の届出について，やむを得な

い理由により，自ら行うことができない場合は，代理人により行

うことができる。この場合において，第３条及び第１１条の申請

並びに第７条の交付については，委任の旨を証する書面を添えな

ければならない。 

（芦屋市行政手続条例の適用除外） （芦屋市行政手続条例の適用除外） 

第２１条 （略） 第２０条 （略） 

（補則） （補則） 

第２２条 （略） 第２１条 （略） 

 
   附 則 
 
 （施行期日） 
１ この条例は，公布の日から施行する。 
 （経過措置） 
２ この条例による改正後の芦屋市印鑑条例第１３条の規定は，この条例の施行の日以後に後見を開始した者について適用し，

同日前に後見を開始した者については，なお従前の例による。  
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 参 照  

 

 

芦屋市印鑑条例の一部改正要綱 

 

１ 改正の趣旨 

  成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備

に関する法律の施行に伴い，成年被後見人に係る印鑑登録の制限の規定を改めるた

め，この条例を制定しようとするもの。 

 

２ 改正の内容 

(1)   成年被後見人の印鑑登録の申請等について，次のとおり規定を改める。 

    改正案 現 行 

ア 印鑑登録

の申請 

・意思能力を有しない者からの申請は受ける
ことができない。 

・ただし，成年被後見人については，法定代
理人が同行しており，かつ当該成年被後見
人自らが申請したときは，意思能力を有す
るものとして申請を受けることができる。 

（第2条,第 20条関係）

成年被後見人か

らの申請は受け

ることができな

い。 

イ 印鑑登録

証の交付 

・法定代理人が同行しており，かつ成年被後
見人自らが手続をしたときは，交付するこ
とができる。(第 20 条関係) 

― 

ウ 登録証を
損傷したと
きの引替交
付の申請 

・法定代理人が同行しており，かつ成年被後
見人自らが申請したときは，申請を受ける
ことができる。（第 20条関係） 

― 

エ ウによる

登録証の引

替交付 

・法定代理人が同行しており，かつ成年被後
見人自らが手続をしたときは，交付するこ
とができる。（第 20条関係） 

― 

オ 登録の廃

止の申請 

・法定代理人が同行しており，かつ成年被後
見人自らが申請したときは，申請を受ける
ことができる。（第 20条関係） 

― 

カ 既に登録
をしている
者が成年被
後見人にな
った場合 

・登録を消除のうえ，登録者にその旨を通知

する。（必要に応じ再度の登録を行うため

のアの手続を案内する。）  

 （第 13条関係） 

登録は消除する

が，通知はしな

い。 
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(2)   その他所要の規定の整備 

 

３ 施行期日等 

(1)   公布の日 

(2)   経過措置 

 ２(1)カによる改正後の規定は，この条例の施行日以後に後見を開始した者に

ついて適用し，同日前に後見を開始した者については，なお従前の例による。 


